
o｡9831998年(平成10年）N
人口と世帯数
10月1日現在（）内は前月比

＊人□127,052人(+5）
男/63,414人女/63;638人

/n世帯数45,520世帯(+11)
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パ
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Ｒ
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市
で
は
、
外
出
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
高
齢
者
を
フ
ァ
ク
ス
で
知
ら
せ
、
地
域
ぐ
る

み
で
発
見
・
保
護
す
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
毒
平
成
８
年
狸
月
、
県
内
で
最
初
に
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
８
月
か
ら
は
同
シ
ス
テ
ム
を
補
完
す
る
た
め
、
人
工
衛
星
の
電
波
を
利

用
し
、
居
場
所
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
「
排
掴
探
知
シ
ス
テ
ム
」
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
Ｓ
○
ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
痴
ほ
う
症
齢
者
を
地
域
ぐ
る
み
で
ケ
ア
す
る
局
な
ど
の
公
共
機
関
、
バ
ス
・
夕

の
高
齢
者
は
、
平
成
哩
年
に
は
１
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
平
成
ク
シ
Ｉ
会
社
な
ど
の
交
通
機
関
、

５
０
万
人
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
８
年
庇
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
一
三
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
ー

は
い
か
い

て
お
り
、
俳
佃
症
状
の
あ
る
高
齢
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
高
齢
者
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

者
の
安
全
確
保
と
同
時
に
介
護
者
だ
け
で
な
く
知
的
障
害
者
（
児
）
タ
ン
ド
な
ど
、
約
１
８
０
カ
所
の

の
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
な
ど
が
ま
で
対
琴
筵
広
げ
ま
し
た
。
協
力
機
関
に
行
方
不
明
者
の
身
体

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

排
掴
す
る
症
状
が
み
ら
れ
る
高
フ
ア
つ
二
利
用
《
率
蝿
唾
塞
窪
つ
婿
漣
渥
蓉
罐
雫
匙
、

跡
蜻
歴
露
埼
挫
耗
率
畦
乱
輝
雄
』
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
シ
ト
つ
Ｉ
つ
す
一
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
れ

あ
い
、
地
域
の
中
で
気
づ
き
、
保
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
行
方
不
明
ま
で
の
警
察
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

護
し
あ
う
こ
と
が
大
変
重
要
と
な
者
が
で
た
場
合
、
家
族
が
警
察
署
る
捜
査
活
動
に
比
べ
、
き
め
細
か

っ
て
い
ま
す
。
に
連
絡
し
、
警
察
署
が
市
役
所
や
に
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で

市
で
は
、
俳
個
症
状
の
あ
る
高
消
防
署
、
市
内
Ｊ
Ｒ
各
駅
、
郵
便
き
、
通
報
か
ら
発
見
・
保
護
ま
で

裁
認
子
ロ
ー
タ
リ
ー
室
コ
プ

蓄
備
会
社

宅
廻
鍵
会
議
孫
子
安
部

市
内
Ｊ
Ｒ
各
駅

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
会
社

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
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１

象
者

士
迎
〆

リ

産;濡榊催
移動体

認 識

装置’畠-雪-し’）家庭

Ｓ
○
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
捜

索
す
る
範
囲
を
特
定
で
き
ず
、
多

く
の
方
々
の
協
力
に
よ
る
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
発
見
・
保
護
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
た
め
、
交

通
機
関
を
使
っ
て
市
外
に
出
た
場

合
に
は
、
発
見
・
保
護
に
手
間
取

る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た

短
時
間
で
行
う
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
９
年
度
は
、
件
の
捜
索
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

９
月
末
日
現
在
で
、
既
に
嘔
件
あ

り
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
見
場
所
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
限
ら
ず
市
外
で
の
保
護
件

数
も
増
え
て
い
ま
す
。

衛
星
電
波
利
用
《

俳
個
探
知
シ
ニ
’
一
一

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
介
護
す

る
家
族
の
精
神
的
負
担
を
軽
減
し
、

俳
掴
者
の
安
全
確
保
に
役
立
つ
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
、
モ
デ
ル
事
業

の
結
果
を
参
考
に
し
て
シ
ス
テ
ム

の
見
直
し
を
行
い
、
多
く
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
事
業
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

在
宅
ケ
ア
係
實
妬
）
１
４
１
１

測
定
シ
ス
テ
ム
。
自
動
車

の
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
等
に
使
用
さ
れ

〆
侘
い
ま
す
。

、

め
、
今
年
８
月
か
ら
平
成
ｎ
年
３

月
ま
で
、
人
工
衛
星
の
電
波
を
使

っ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
俳
個
探

知
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
、

（
株
）
日
立
製
作
所
と
共
同
で
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
携
帯
竃
話

と
組
み
合
わ
せ
た
移
動
体
認
識
装

置
（
上
図
参
照
）
を
付
け
た
人
を
、

市
役
所
に
設
置
き
れ
た
検
索
端
末

パ
ソ
コ
ン
で
探
知
す
る
も
の
で
す
。

対
象
者
の
現
在
位
置
を
数
ｍ
勝
か

ら
数
勝
四
方
の
範
囲
ま
で
特
定
し
、

体
動
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
「
歩
い
て

い
る
」
「
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
」

「
倒
れ
て
い
る
」
な
ど
の
動
作
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
パ
ソ
コ
ン
画

面
に
表
示
し
ま
す
。

卦
動
作
状
況
を
表
示

勺

、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
第
”

回
「
産
業
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も

盛
大
に
開
催
き
れ
ま
す
。

当
日
は
、
市
内
各
企
業
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
青
空
市
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
楽
し
い

催
し
が
礎
り
だ
く
さ
ん
。

ぎ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
を
、
ご

家
族
、
友
だ
ち
同
士
で
、
ぜ
ひ
お

楽
し
み
く
だ
き
い
。

▼
日
時
、
月
唱
日
（
日
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合

は
お
日
に
延
期
）

▽
場
所
湖
北
台
中
央
公
園

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

＊
企
業
展
示
市
内
の
産
業
・
企

業
の
展
示
Ｐ
Ｒ

＊
青
空
市
約
釦
店
の
い
る
と
り

ど
り
の
お
店
が
出
店

＊
第
７
回
千
葉
県
リ
サ
イ
ク
ル
の

日
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展
示
・
無

料
配
布

＊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
各
企
業
展

示
会
場
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、

パ
ソ
コ
ン
抽
選
で
素
敵
な
景
品
が

当
た
り
ま
す

＊
小
動
物
ラ
ン
ド
か
わ
い
い
動

物
た
ち
と
身
近
に
ふ
れ
あ
え
ま
す

＊
フ
ア
フ
ア
ラ
ン
ド
大
き
な
人

形
の
中
で
、
思
い
つ
き
り
飛
び
跳

ね
ま
し
ょ
う

＊
吹
奏
楽
演
奏
消
防
音
楽
隊
や
、

地
元
の
小
・
中
学
校
生
徒
に
よ
る

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
を
お
楽
し
み

第”同我孫子市－－
｜

琵崇まひ⑩
1

、

く
だ
さ
い

＊
津
軽
三
味
線
・
太
鼓
日
本
の

伝
統
芸
能
を
間
近
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す

＊
ハ
ー
モ
一
一
力
演
奏
ハ
ー
モ
ニ

カ
サ
ロ
ン
に
よ
る
懐
か
し
い
音
色

を
お
聞
き
く
だ
き
い

＊
包
丁
研
ぎ
（
太
子
会
湖
北
支
遜

１
人
２
丁
ま
で
で
２
０
０
丁
限
定
。

受
け
付
け
は
午
前
、
時
か
ら

＊
金
魚
す
く
い
か
わ
い
い
金
魚

を
何
匹
す
く
え
る
か
な

※
会
場
周
辺
の
道
路
は
、
駐
車
禁

止
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
車

で
お
越
し
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
ま
た
は
湖
北
台
東
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
臨
時
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
容

（
お
）
１
１
１
１
内
線
５
０
５

ぐ
会
場
・
駐
車
場
案
内
図

一
帳

’
よみがえれ手賀沼（10月は手賀沼浄化月間です）
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和
歌
山
市
の
カ
レ
ー
毒
物
混
入

事
件
以
降
、
各
地
で
模
倣
事
件
が

続
発
し
、
多
く
の
方
が
被
害
に
避

》Wコ､ﾝにチャレンジ

PCカレッジ

は
開
誰
時
間
以
外
に
も
、
パ
ソ
コ

ン
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
繰

り
返
し
授
業
の
復
習
が
で
き
ま
す
。

今
期
か
ら
、
エ
ク
セ
ル
（
表
計

算
ソ
フ
ト
）
初
級
編
が
４
単
元
に

な
り
受
講
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
パ
ソ
コ
ン
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

金
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談

毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
前
、
時

如
分
か
ら
正
午
ま
で
開
設
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
（
予
約
制
）

▽
受
講
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

休
館
日
（
４
面
の
今
月
の
休
館
日

を
参
照
）
を
除
く
毎
日
、
午
前
、

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
に
、
直
接

市
民
プ
ラ
ザ
冥
邑
２
１
１
１
へ

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
ざ

ん
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通

事
故
の
被
害
者
を
救
済
す
る
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

偽
、
万
一
の
時
に
備
え
て
、
ぜ

、

万が一の時の備え

交通災書共済制度に

加入しましょう
-9

ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▼
加
入
で
き
る
方
加
入
す
る

と
き
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
し
て
い
る
方

▼
会
費
加
入
月
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
（
ｍ
月
、
ｕ
月
は
６
０

０
円
）

▼
共
済
期
間
申
し
込
み
の
日

の
翌
日
か
ら
平
成
ｎ
年
８
月
訓

日
ま
で

▼
対
象
と
な
る
事
故
自
動
車
、

自
動
二
輪
、
自
転
車
、
電
車
に

よ
る
事
故
、
歩
行
中
の
事
故

▽
共
済
見
舞
金
＊
死
亡
：
１

５
０
万
円
＊
傷
害
・
・
２
万
円

か
ら
釦
万
円
＊
身
体
障
害

（
１
級
ま
た
は
２
級
障
害
）
：
．
傷

害
見
舞
金
の
ほ
か
に
釦
万
円

＊
交
通
逓
児
．
：
１
人
、
万
円

▼
甲
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

来
年
４
月
か
ら
保
育
園
へ
の
入

園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ｎ
月
２

日
（
月
）
か
ら
知
日
（
月
）
ま
で
に
申
し

込
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
き
い
・

◎
普
通
保
育

▽
対
象
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が

次
の
①
か
ら
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
。

①
昼
間
、
仕
事
（
常
勤
・
パ
ー
ト

自
営
な
ど
）
を
持
ち
、
１
日
４
時

間
以
上
、
月
平
均
晒
日
以
上
伽
い

て
い
る
②
妊
娠
中
ま
た
は
出
産

後
、
間
が
な
い
③
病
気
ま
た
は

身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
る

④
長
期
に
わ
た
る
病
人
の
看
護

⑤
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑥
や
む
を
得
な
い
事
情
で
子
ど
も

の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

▼
対
象
年
齢
生
後
６
カ
月
以
上

５
歳
ま
で
（
平
成
ｎ
年
４
月
１
日

交
通
整
備
課
雲
芭
１
１
１
１

？

保
育
園
入
園
児
を
募
集

’
受
付
は
例
月
２
日
か
ら
釦
日
ま
で

ノ

に
対
象
年
齢
に
達
す
る
場
合
も
入

園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
）

◎
産
休
明
け
保
育

▽
対
象
生
後
幻
日
以
上
の
乳
児

▽
実
施
保
育
園
緑
保
育
園
、
寿

保
育
園
、
湖
北
台
保
育
園
、
恋
愛

保
育
園
、
慈
紘
保
育
園

◎
障
害
児
保
育

▼
対
象
普
通
保
育
の
年
齢
に
該

当
し
、
集
団
保
育
が
可
能
な
心
身

▼就学予定児童健康診断日程

平
成
Ⅱ
年
度
就
学
予
定
児
童

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

で
き
る
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間
午
後
１
時
か
ら
１

時
釦
分

▽
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
学
校
保
健
係
冥
蓮
１
１

５
１
内
線
７
５
２

障
垂
見

囹
入
園
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
入
園
申
込
替
（
児
童
保
育

課
・
各
保
育
園
に
用
意
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
市
立
保
育
園
は

児
童
保
育
課
宴
芭
１
１
１
１
へ
、

私
立
保
育
園
は
各
保
育
園
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
４
月
以
外
の
各
月
の
入
園
申
し

込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

『

地 湖

区北

ｎ
月
７
日
（
土
）

午
後
３
時
か
ら
５
時

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

地布

区佐

ｍ
月
諏
日
（
土
）

午
後
４
時
か
ら
６
時

布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

新
木

地
区

ｍ
月
訓
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
３
時

天
王
台

地
区

、
月
型
日
（
土
）

午
後
３
時
か
ら
５
時

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

も多
目
的
ホ
ー
ル

地
区

日

時

場

所

町
１
１
１
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

さくら銀行

東京三菱銀行

東海銀行

常陽銀行

我孫子市農業協同組合

関東銀行

千葉銀行

千葉興業銀行

京葉銀行

龍ヶ崎信用金庫

松戸信用金庫

成田信用金庫

郵 便局

講座名

一太郎(ワープロ）

ワード(ワープロ）

ｴクセル（表計算）

初級編

中級編

4

4

15,700円

15,700円

ウインドウズ95

パソコン通信

※l単元は､90分です。

※受講料は､テキスト代を含む。

パソコン通信講座は､通信代も含

みます。

※パソコン通信講座は､パソコンで
の文字入力ができる方が対象です。

8

8

2

4

受講料

21,000円

21,000円

4,800円

12,900円

日程

11月9日(月）

10日(火）

11日(水）

13日(金）

16日(月）

17日(火）

18日(水）

20日(金）

26日(木）

30日(月）

学校名

布佐南小学校

根戸小学校

並木小学校

湖北台西小学校

我孫子第三小学校

我孫子第一小学校

湖北台東小学校

我孫子第二小学校

新木 小学校

我孫子第四小学校

高野山小学校

湖北小学校

布佐小学校

保育園名

市
立

私
立

緑

寿

湖 北 台

東あびこ

根戸

並 木

つくし野

湖北

布 佐 宝

宙 愛fじ、

慈 紘

双 葉

柏 風

所在地

緑1‐6－2

寿1-13-11

湖北台3‐1－16
一一一■G

孫子1‐5－22列一コ－．」

根戸967－2

並木5－2－19

つくし野4-17-2

中峠1423

布佐2318

湖北台8-16-9

湖北台3-13-13

新木野1‐2－28

中峠台30‐9

電 話

82-1059

82-9552

88-2405

83-3165

82.5572

84-3983

84-8822

88-1059

89-2744

88.7771

88-0874

88-0665

88-3338
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平
成
、
年
度
第
２
回
目
の
「
ま

ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
を
、
我

孫
子
地
区
で
行
い
ま
す
。

、
古
利
根
沼
は
周
囲
を
緑
に
囲

ま
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
散
策
や
釣
り
な
ど
四
季
を

通
じ
て
、
多
く
の
方
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

水
辺
の
環
境
も
鐙
近
、

ン
や
釣
り
糸
な
ど
、
ゴ

ま
ち
芯
み
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
参
加
者
募
集

Ｉ
我
孫
子
地
区
で
開
催
Ｉ

古利根沼水辺清掃に

参加してみませんか

古利根

空
き
カ

ミ
の
散

「
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

は
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
と
ま
ち

な
み
を
探
索
し
な
が
ら
、
我
孫
子

乱
が
目
立
ち
は
じ
め
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
市
内
で
も
数
少
な

い
貴
重
な
自
然
が
残
る
古
利
根

沼
を
守
る
た
め
〃
古
利
根
沼
水

辺
清
掃
幻
を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
童
）
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
評
日
（
土
）
午
前

９
時
集
合
、
ｕ
時
解
散
予
定

（
小
雨
実
施
）

▽
集
合
場
所
我
湖
排
水
路
広

場▼
持
参
長
靴
ま
た
は
運
動
靴
、

軍
手
、
タ
オ
ル
な
ど
（
満
掃
作

業
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ゴ
ミ
袋
は
当
日
配
布

し
ま
す
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
車
で
の
参
加
は
ご
遠
慮

く
だ
き
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
手
翼
治
課
云

垂
１
１
１
１
内
線
４
６
２
、

｜
な
が
ら
、
我
孫
子

ら
し
い
良
き
景
観

を
い
っ
し
ょ
に
考

え
、
創
り
だ
し
て

い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

第
１
回
目
は
、

新
緑
の
湖
北
地
区

で
、
昔
な
が
ら
の

趣
の
あ
る
〃
の
ど

か
な
風
景
“
を
楽

し
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
シ
ン

ボ
ル
の
手
賀
沼
を

眺
め
な
が
ら
生
活

し
優
れ
た
作
品
を

残
し
た
志
賀
直
哉
、

柳
宗
悦
、
杉
村
楚

○

人
冠
ら
の
旧
居
、
旧
跡
を
訪
ね
た

り
、
沼
か
ら
の
水
辺
や
ま
ち
な
み

の
風
景
を
船
上
見
学
し
て
、
皆
さ

ん
と
楽
し
み
な
が
ら
〃
手
賀
沼
と

調
和
す
る
景
観
づ
く
り
〃
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
場
所
、
月
訓
日
（
土
）

午
前
９
時
我
孫
子
駅
南
口
集
合
、

正
午
中
央
公
民
館
解
散
（
小
雨
実

施
）▼

コ
ー
ス
我
孫
子
駅
前
通
り
↓

旧
柳
宗
悦
邸
↓
楚
人
冠
公
園
↓
旧

志
賀
直
哉
邸
↓
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ

ー
チ
碑
↓
手
賀
沼
か
ら
船
上
見
学

▼
定
員
知
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
査

孟
）
１
１
１
１
内
線
５
７
７
へ

今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
の
原
点

で
あ
る
「
あ
そ
び
」
を
テ
ー
マ
に

「
あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。 で

っ
か
く
あ
そ
ぼ
う
大
空
と
！

第
４
回
あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
ざ
と
の
自

然
の
中
で
、
楽
し
い
思
い
出
を
た

く
ざ
ん
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
の

心
に
夢
と
希
望
が
育
っ
て
ほ
し
い

に参加書 Pす加 を 蟇 集 しま
と
願
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
、
昔

子
ど
も
だ
っ
た
大
人
達

も
、
手
賀
沼
公
園
に
集

ま
っ
て
、
ひ
と
り
で
は

で
き
な
い
遊
び
を
し
な

が
ら
仲
間
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

さ
あ
、
今
年
は
ど
の

コ
ー
ナ
ー
へ
行
こ
う
か

な
・
・
・
。

▼
日
時
、
月
聖
日

（
土
）
午
前
、
時
か
ら
午

後
３
時
（
雨
天
の
場

合
、
内
容
を
一
部
変

更
し
て
実
施
）

▼
場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広

場
・
中
央
公
民
館

▽
内
容
＊
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

＊
ダ
ン
ボ
ー
ル
広
場
＊
バ
ー
ド

カ
ー
ビ
ン
グ
＊
手
作
り
遊
具

＊
人
形
劇
＊
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
＊
ス
ラ
イ
ム
作
り
＊

連
鶴
＊
お
も
ち
ゃ
の
病
院
＊

郵
便
局
＊
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
＊
外
国
の
遊
び
＊
お
手

玉
＊
あ
や
と
り
＊
ク
ロ
ア
チ

ア
交
流
コ
ー
ナ
ー
＊
吹
奏
楽
演

奏
ほ
か

▼
参
加
輩
無
料
丙
容
に
よ
っ

て
は
材
料
費
が
か
か
り
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
あ
び
こ
子
ど
も

ま
つ
り
壽
寶
会
葹
臺
）

３
１
９
０

▼
日
時
・
場
所
ｎ
月
８
日
（
日
）

午
前
８
時
犯
分
受
付
、
中
央
学
院

大
学
陸
上
競
技
場
（
小
雨
実
施
）

▼
種
目
左
表
参
照

▼
参
加
費
一
人
１
種
目
３
０
０

円
（
中
学
生
以
下
１
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
出
場
種
目
、
最
近
の
記
録
、

▼陸上競技大会種目

ﾚノ

先
の
台
風
５
号
の
影
響
で
利
根

川
が
増
水
、
９
月
麺
日
夜
か
ら
Ⅳ

、
え
つ

日
に
か
け
て
北
新
田
地
区
の
「
越

；
：

流
提
」
を
遁
年
ぶ
り
に
越
え
、
田

や
畑
約
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
冠

水
し
ま
し
た
。

Ｊ

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
所
属
を
明
記
し
、
、
月
知

日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
、
我

孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
体

育
課
冥
蓮
１
１
５
１
へ
（
要

項
は
、
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
、

各
支
所
、
行
政
連
絡
所
、
教
育

委
員
会
、
市
民
体
育
館
に
用
童

北
新
田
讐
笑
臺
被
害
旧

利
根
川
船
年
ぶ
り
に
越
流
堤
越
え
る

－－

～

こ
の
「
越
流
堤
」
は
、
利
根

川
下
流
の
堤
防
決
壊
を
防
ぐ
た

め
、
警
戒
水
位
を
超
え
る
と
、

自
然
に
水
が
調
整
池
に
流
れ
込

む
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
整
池
と
い
っ
て
も
、
ふ
だ

ん
は
田
や
畑
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
た
め
、
収
樫
前
の
水
稲
を

中
心
に
損
害
額
は
約
８
２
０
０

万
円
に
の
ぼ
り
、
ま
た
、
同
地

区
内
を
走
る
市
道
空
１
０
０
２

号
線
は
舗
装
路
面
を
支
え
る
土

台
の
部
分
が
削
ら
れ
、
車
両
の

通
行
が
危
険
な
状
態
に
な
っ
た

た
め
、
型
日
午
後
ま
で
通
行
止

め
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
絵
本
以
外
の
本
も

読
ん
で
ほ
し
い
の
だ
け
れ
ど
、
ど

ん
な
本
が
い
い
の
だ
ろ
う
か
」

そ
ん
な
大
人
の
方
の
声
に
お
こ

た
え
し
て
、
低
学
年
向
き
の
本
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

学
び
ま
す
。

▼
日
時
ｎ
月
哩
日
（
木
）
・
麺
日

見
る
①
聞
く
の
読
む
低
学
年
の
楽
し
い
読
書

巡回教育相談図
書

II

教育に関する悩みなら

なんでも、お気軽に

館
未
）
、
午
前
、
時
か
ら
正
午

▼
場
所
市
民
会
館
蓼
加
錐
避

▽
内
容
廻
日
〃
見
る
〃
本
を
と

り
あ
げ
て
（
講
義
）
塑
日
〃
読

む
〃
本
を
と
り
あ
げ
て
（
講
義
）

▽
講
師
竹
中
淑
子
、
根
岸
貴
子

（
子
ど
も
の
本
研
究
所
）

▽
対
象
・
定
員
２
日
間
と
も
参

県
で
は
、
教
育
問
題
で
悩
み
を

持
つ
お
子
さ
ん
と
保
護
者
を
対
象

に
、
巡
回
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

長
欠
や
い
じ
め
、
怠
学
、
非
行
、

親
子
・
異
性
関
係
な
ど
の
教
育
問

題
に
つ
い
て
専
門
家
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
医
師
が
皆
さ
ん
の
悩
み
を

お
聞
き
し
、
問
題
解
決
へ
の
糸
口

を
見
つ
け
ま
す
。
職
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
ｎ
月
６
日
釜
）
午
後
１

時
か
ら
４
時
弛
分
（
錐
用
無
料
）
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みんなて語ろう今製保険 ９
月
弱
日
、
幻
日
の
両
日
、

市
民
プ
ラ
ザ
で
第
娼
回
「
老
い

へ
の
対
応
を
探
る
」
が
〃
み
ん

な
で
知
ろ
う
・
介
護
保
険
“
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
福
祉
団
体
の
活
動

士
夘

書
講
座

二
二
口１

１
介
護
保
険
制
度
に
強
い
関
心

第
幅
回
「
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
」

紹
介
、
介
護
器
具
の
展
示
が
行
わ

れ
、
率
日
に
は
福
嶋
市
長
や
福
祉

団
体
の
代
表
者
な
ど
を
交
え
て
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
幻
日
に
は
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
介
護
保
険

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
寸
劇
、

長
寿
大
学
生
の
ダ
ン
ス
・
詩
吟
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
皿
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
介
護
保
険
が
テ
ー
マ
と
あ
っ
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
用
意
し
た
い

す
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
人
が

参
加
。
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者

か
ら
「
保
険
料
を
適
正
に
使
っ
て

ほ
し
廷
と
い
っ
た
市
へ
の
意
見

も
あ
り
、
介
護
保
険
制
度
へ
の
関

心
の
高
言
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

加
で
き
る
方
、
先
着
お
人

※
無
料
の
託
児
あ
り
〈
予
約
制
旭

人
ま
で
、
３
歳
以
上
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
、
月
”
日
（
土
）
か
ら
市
民
図
瞥

館
こ
ど
も
室
貧
酔
）
１
１
１
０
へ

（
市
内
各
分
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
も

受
け
付
け
ま
す
）

▼
場
所
我
孫
子
市
教
育
研
究
所

（
湖
北
台
東
小
学
校
内
）

▼
相
談
方
法
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
医
師
と
の
個
別
相
談

※
相
談
は
継
続
し
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。▽

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
皿
月
５
日
（
木
）
午
後
５
時
ま

で
に
教
育
研
究
所
壷
（
師
）
４
６
０

０
へ
（
た
だ
し
、
土
・
日
蝿
日
は

除
く
）

’

亜咳智一沌毛巳ご

畷葛

般
．
校

一
吉
向

中学

小学

男子

女子

男子

女子

男子

女子

i1年

(共通）

(1年）

(共通）

(4年）

(共通）

(4年）

(共通）

100,.5000m

砲丸投げ・走りIIl高跳び
100,.3000m

砲丸投げ・走り幅跳び

100m・’500m

100,.200m・800,.3000m

砲丸投げ・走りI|偏跳び

100m

100，．800m・’500m

砲丸投げ・走り幅跳び

100m

100m・lOOOm

走り幅跳び

100m

100m・’000m

走りI幅跳び

｜

晃
一
今霊鐸

あ
び
こ
あ
れ
こ
れ

あ
び
こ
あ
れ
こ
れ




